
豊かな可能性を秘めた

エコロジー新素材「エコロッカ」

「エコロッカ」は、リサイクル／未利用資源を100％利用した新時代のエコロジー建材です。

木材とプラスチックそれぞれの優れた特性を兼ね備えた新しいタイプの「木材・プラスチック複合材（WPC：Wood-Plastic Composites）」

として、デッキ材、ルーバー材、ウォール材などとして、公共施設を中心に、学校・福祉施設や商業施設、一般家庭などさまざまな場所で

利用されています。

⼤阪府北部を震源とする最⼤震度６弱の地震では、亡くなった5⼈のうち2⼈は、通学路にある古いブロック塀の倒壊に巻き込まれ、

子供の身近に潜む危険が浮き彫りとなりました。府内の各自治体は、急ピッチで現存するブロック塀の安全点検を進めています。

⾼槻市⽴寿栄小学校４年の⼥児（９）が犠牲になった事故では、ブロック塀の建築基準法違反が判明。⼤阪市東淀川区の⾒守りボラ

ンティアの男性（８０）も、安全上問題のある⺠家の外壁が崩れて死亡したとみられている。地震後の緊急調査では、⼤阪北部の他

の自治体でも、危険な塀が放置されていたケースが相次いで判明した。

豊中市では、市内の小・中学校など８５校のうち、８割の６６校で違反状態のブロック塀が確認された。基準の２倍を超える約4.5

メートルの⾼さの塀もあったほか、基準内でもひび割れや傾きが放置された塀が幾つも⾒つかった。

同市の担当者は「学校耐震化率は１００％と思っていたが、建物だけでプールの壁などは対象外だった」と反省。３６校で問題が⾒

つかった茨木市の担当者も「古いブロック塀は現在の基準に沿っていないことを知らなかった」と話した。

基準にかかわらず、学校のブロック塀で道路に⾯した９カ所全ての撤去を決めた箕⾯市。⼯事中はプール授業は休まざるを得ない。

目隠しは必要で、代替のスチール塀を作る費用も課題。急な出費に担当者は「国の補助を」と要望した。

通学路の道中にブロック塀は無数にあり、学校施設だけでは対策不⾜だ。ただ、建築基準法違反でも、規制強化前に建てられたブロ

ック塀には基準が遡及（そきゅう）適用されない。当時の法律に沿っていれば罰則はないため、難しい⾯もある。

『違法』ブロック塀続々発覚 ＝ 認識不⾜ 改修費も課題 － 大阪北部地震

あなたの家のブロック塀は大丈夫？地震の被害から学ぶブロック塀の怖さ！！

●東⽇本営業グループ

〒104-0045 東京都中央区築地4丁目7番3号

築地ファーストビル9階

TEL 03-6226-5665 FAX 03-6226-5668

●⻄⽇本営業グループ

〒550-0005 ⼤阪市⻄区⻄本町2丁目3番10号

TEL 06-6533-1009 FAX 06-6533-1097

●東⽇本営業グループ（⻑野）

〒381-0102 ⻑野市若穂保科3340番地9

TEL 026-282-0033 FAX 026-282-0011

●東⽇本営業グループ（北海道）

〒060-0003 北海道札幌市中央区北3条⻄1丁目2番地

TEL 011-281-5384 FAX 011-281-5385

ECOROCA 営業拠点

リサイクル樹脂と木材を使った再生木フェンス

木の質感と

優しさを持ちながら、

優れた耐久性・耐侯性を持った循環型新素材

Air Amazing Fenceの３つの魅⼒

ブロック塀のリニューアル工法をご紹介！

材料費の⽬安：

横貼り（H=1800）¥34,500/ｍ

竪貼り（H=1800）¥44,800/ｍ
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